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Abstra(:t

Hitherto,Various calculations concerning the ACSR(Short forAluminum

ductor,SteelReinforced,for Extra High Voltage Transmission Use,)have

made on the assumption that the stress ratio for aluminum and steelwire

posingtheACSRisconstantsolongasthewirestructure remainsthesame･

ever,Since aluminum and steelwires have different expansion coe氏cients

COm-

How-

itis

natura】that the stress ratio between them differs as the surrounding temperature

In this report,the writers disclose theresults oftheirmeasurementsofelon-

gation of aluminum and steelwires of610mm2and590mm2ACSR which they

performedwith the aid of straingauge at normaltemperature,forthepurposeof

furnishingbasicdataforthestudyofthe stress variation ratio of aluminum and

steelof the ACSR at various temperatures.The results may be summarized as

follows:

(1) The strain gauge,When disassembledinto slngle wire and used attached

to thewiretobe measured,prOVided the same accuracy as theintegrate

(2)Bymeans ofthestraingauge,Simultaneousmeasurementofelongationwas

madefeasibleforsteelwire(innerlayer)and aluminum wire(Outerlayer)of

the ACSR.

(3)The measured value ofelongation of aluminum wire of 610mm2 ACSR

agreed with the calculated value･

(4)Thenominalmoduluselasticityhasturnedoutlargerbymeasurementthan

bycalculation,preSumablybecauseof strandefEect･

間の架線に適し,鉄塔数および鉄塔費の減少,コロナ損

〔Ⅰ〕緒 言

超高圧送電†の発達にともない送電線としてほほとん

どすべてACSR(銅心アルミ 繰)が使用されている｡

これはACSRが機械的,電気的樽性がすぐれており,

さらに重量が軽く,外径が大きい利点があるため,長径
******

日立製作所日立電線工場

および誘 障害の軽減など,ほかの電線に比べ経済的に

優位にあるためである｡

我国においても関西電九丸山幹線(275kV)には

610mm2ACSRが使用されるに至ったがその構造にお

いてなお検討の余地があるようである｡すなわちACSR

†超高圧とは普通220kV以上の電圧をいつている｡
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第1表 610mm芝,590mm2ACSRの諸元表

Tablel.Construction Data of 610mm2

and590mm2ACSR

はアルミ線と銀紙の膨脹係数が異なるためACSRに荷

重がかかった場合,温度変化によりアルミと銅との荷重

分担比は当然変化するものと考えられる｡しかし従来

ACSRの各種の計算には常に荷重分埴比はその構成によ

り一定という条件のもとに行って釆ている｡最近,この

荷重分碑比が常に一定という条件ははなほだ危険である

という考え方が強くなって来た｡現在特に第l表に示す

ような610mm2と590mm2ACSRとの構成の是非が

問題になっている｡

ACSRに張力がかかった場合の荷重と伸びについては

二三の研究(1)(2)があるが,温度変化による荷重分担比の

移動に関する研究は報告されていない｡

水報告ほ電源開発会社との協同により温度変化による

素線の交互伸びの研究を取り上げ,その第1段階として

610mm2,590mm3ACSRのアルミ線および銅線の伸

びを抵抗線歪計(3)を用いて常温において同時に測定を行

ったのでその結果について報告する｡

〔ⅠⅠ〕予 備 実 験

(り 単線歪線の修正係数

伸びの測定にほ標準型盃紋を真直にしたものを使用す

ることにしたのでこの単線歪線の補正用修正係数を求め

た｡このため単線歪線と標準歪線とを平鋼に貼り20tア

ムスラ十型万能試験機を使用して荷重と伸びの関係を測

定した結果ほ第l図に元す通りである｡第1図より標準

歪線と単線歪棟の伸びの関係を求めると第2図のように
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第1図 梗準歪繰粛よび単線歪線の荷重と伸びの

関係

Fig.1.Relation between Load and Elon･

gation for Standard Strain Gauge

and Straighten Strain Gauge

(
潰
?
≡
)
b
聖
e
肇
嘲
測
璧

0

0

〔つ

(〕

0

〔〉

β イ β 〝 〝

軍線歪線の伸びいげ～%)

第2図 標準歪緑と単線歪線の伸び比較

Fig.2,Comparison Diagram of Elongation

for Standard Strain Gauge and

Straighten StrainGauge

なり,これより修正係数を求めると,0.84となる｡

なお本実験値の精度を確めるため計算より伸びを求め

れば,

(1)
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第3図 240mⅡ12 ACSRのア′レミ外層の荷重と

伸びの関係(1)

(摩 チャックを用いた場合)

Fig.3.Relation between Load and Elonq

gation for Aluminum Component

Wire of240mm2ACSR
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第4図 240mm2ACSR のアルミ外層の荷重と

伸びの関係

(合金鋳込チャヅクを用いた場合)

Fig.4.Relation between Load and Elon-

gation for Aluminum Component

Wire of240mm2ACSR

たゞし e:伸び

ア:荷重

A:断面積

E:ヤング率

ここで P=13,000kg,A=10×50mm2,E=2.1×104

kg/mm2(4)を用いると

13,000

~500×2.1×101 =1.24×10-3

となる｡一方,実験値の方は1.20×10-3であり,差は

3%であることがわかった｡

(2)試料および実験方法

(i)第1回試験としての試料は240mm2 ACSR,

長さ約1mのものを選び,両端の固定方法は鋼心のみ合

金端子付とし,アルミ線は摩 によるチャック止めとし

た｡

本試料を20t アムスラ十型万能試験機に砺付け,単

線歪線をACSRの外層アルミ素線の峯に貼りつけた｡

試験方法は引張荷重5tをかけたまゝ1.511おき荷重を

下げながら読み取った｡

つぎに6t,さらに8t荷重として0.5hおき,前と

同様忙して荷重と伸びの関係を測定した｡

(ii)第2回試験の試料ほ前と同一の240mm2を用

い両端の固定方法ほ今回は鋼線,アルミ線を一体にチャ

ックする合金端子付の方法を用いた｡試験機ほ前回と同
様であり,歪線は単線歪線をACSRの外層の峯にそい

貼りつけ測定した｡

(3)測定結果および考喪

(i)第1回試験の測定結果は第3図の通りである｡

第3図において荷重と伸びの関係は』,月,C点以上

では荷重を下げてくると伸びは低下するが,A,β,C点

以下では反対に伸びがます傾向を二示している｡これは

A,β,C点でアルミの弾性伸びは零になり,応力が零

になる｡すなわち,これらの点以下では鋼線が応力を受

け持つことになるのでアルミ線に笑いを生ずることにな

りアルミ線に曲りを生ずるので歪計には伸びとして現わ

れて来ると考えられる｡

(ii)第2回試験の測定結果は第4図の通りである｡

第4図において荷重を下げて来るとある点で屈折点を生

ずることは前回同様である｡なお,アルミ線の伸びが前

回に比し,小さく出ているのは端子の影響が出ているも

のと考えられる｡

〔III〕610mm2ACSRのアルミ外層の伸び

(り アルミ外層の伸び

本試験に使用した試料ほ610mm2ACSRの長さ約1

mのものを選び,両端の固定方法は予備実験(ii)に用い

たものと同

ゼソ横

な合金端子付とした｡試験機は30t オル

引張試験機を使用し,伸びの測定には 線歪線

をアルミ線の谷にそい貼りつけ測定した｡

試験方法は第2表(次要参照)に元すような荷重をか

け時間をおいた後測定した｡なお始めの荷重7.5tは安

全係数を見込んでの実際にかゝる可能性ある最高限度の

ものとして決定した｡

試験結果は第5図(次頁参照)の通りである｡第5図

において荷重を下げてくるにしたがってある点で屈折を

生ずることは前回と同様な傾向を示しており,各荷重の
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第 2 表 610mm2,590mm2ACSRの永久伸び

(%)

Table2.Relation between Load and Perma-

nent Elongation of610mm2and590

mm2ACSR

第 3 表 610mm2ACSR の永久伸び

Table3.Relation between Load and

Permanent Elongation

場合について荷重と伸びの関係を表にしてみると第3表

のようになる｡また屈折点における荷重と伸びとの関係

を図示すれば第`図のようになり,ある荷重以上では荷

重が増すにしたがい急激に伸びの量が増すことがわか

る｡

つぎに 練の見掛けの弾性係数と第5図よりの弾性係

数を比較して見る｡

今各素線間には滑りがなく,同様に伸縮し,アルミお

よび銅心にかかる張力が弾性限度を超えないとすると,

線の見掛けの弾性係数は次式(5)で計算される｡

EACぶR=
Jご､り.･1一:･ノごi′.十1一

A8f+A.4ヱ

たゞし EAC5月:ACSRの単性係数

Eg亡:鋼線の弾性係数

EA`:アルミ線の弾性係数

A8`:銅線の断面積

AA`:アルミ線の断面積

こゝで,E｡t=2.1×106kg/Cm2,EAl=0.63×106kg/

Cm2,AB電=0.8cm2,AAl=6.1cm2として計算すると,

ACSRの見掛けの弾性係数は

EACぶR=
2.1×0.8+0.63×6.1

6.1+0.8

=0.80×106kg/cm2

×106
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第5図 610mm2ACSR のアルミ外層の荷重と

伸びの関係

Fig.5.Relation between Load and Elon-

gation for Aluminum Component

Wire of610mm2ACSR
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第6図 610mm2ACSR のアルミ外層の荷重と

永久伸びの関係

Fig.6.Relation between Load and Perma-

nentElongationforAluminumCom･

ponent Wire of610mm2ACSR

一方,第5図より,外層アルミ素線の伸びより見掛け

の弾性係数を求めると

荷重,伸び緑園の直線の部分の傾斜の角度をαとすれ

ば

p=芋tan∝
たゞし ア:荷重

芋‥伸び
また弾性体の弾性係数をE,断面積をAとすれば

(4)

なる関係がある｡

■
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(3)(4)式より

tan∝=gA.‥‥.

すなわち EAC5月=
tan∝

A8f+AAヱ

(6)式を用いて第5図より E｡C5月を求めると

gACg月=0.965×106kg/cm2

となり,計算値よりやや大きな値を示す｡この差は

の影響等によるものと考えられる｡

(3)アルミ外層の繰返荷重による伸び

本実験に使用した試料は前回と同じく 610mm2ACS

R,長さ1.6mのもので,両端の固定方法ほ同じく合金

端子付のものを使用した｡なお,従来試験機の記録紙に

よる測定で 線の伸びの誤差の少ない測定方法がえにく

かったので今回ほ第7図に示すような合金チャックの中

第7図 撚 繰 伸 び 記 録 方 法

Fig.7.Recording Method of Elongation

of ACSR

第8図

610mm2ACSR のア)t/ミ外層

の荷重と伸びの関係(繰返荷重)

(荷重10t)
Fig.8.

Relation between Load and

Elongation for Aluminum

ComponentWireof610mm2

ACSR when the Load Re-

Peated(10t)

拒:4

に目付ピンを鋳込む方法(6)を取り,伸びの誤差の大きな

原因である端子部分のガタを除く方法を採った｡

前回の引張試験結果より試験荷重を10tと決定し,

1時間おいた後荷重を下げながらアルミ外層素繰の伸び

を測定した｡繰返回数は15回とした｡

歪線による繰返引張試験の結果は弟8図の通りであ

る｡

第8図匿ついて考えると繰返の重なるにしたがって線

は次第に石の方にづれ,ある程度の永久伸びの増加が見

えるが間際は次第にせまくなっている｡また操返回数の

増加とともにアルミ線の笑いの生ずる荷重が低くなるよ

うな傾向を示しているが,これは鋼線に永久伸びを生じ

たためと考えられる｡

→方,試験機の記録紙にとった伸びの量は非常に小さ

く出ており図上ではほとんど現われていない｡すなわち

ACSRとしての伸びは非常に小さいことを示した｡

〔lV〕610mm2,590mm2ACSRの鋼線(内層)

およびアルミ線(外層)の荷重と伸び

(計算値)

(り 試験荷重の決定

610mm2およぴ5902mm2のACSRの比較実験を行

うに当り,試験条件を同一にする必要があるので,この

場合の条件として,架線スパンおよびディップを同一と

仮定する｡

今,スパンを5,ディップをβ,線の単位長当り自重

をlγとすると,ACSRにかゝる張力rは次式(7)で表わ

される｡

r=∝
11ヽご
上)

ただし α:常数
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(7)式の関係を図示すれば第9図の通りである｡

なお(7)式より 610mm2および590mm2ACSRの

実験荷重を第2表の通り決定した｡

第9図 ACSR の 架 線 図

Fig.9.Relation betweenSpan,Dip

and TensininACSRWiring
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第10図

Fig.10.

ア/レミ実線の荷重と伸びの関係(計算値)

Relation between Load and Elon･

gationforAluminumWireDiameter

5.Omm and 3.8mm(Calculating

Value)

〃`♂♂

頗

少Q威

β2 β4 α∫

伸 び(%)

第11図 鋼索線の荷重と伸びの関係(計算値)

Fig.11.Relation between Load Elongation

for SteelWire Diameter 3.8mm

and3.Omm(Calculating Value)

別冊第 7 号

(2)アルミ薫線および鋼黄緑の荷重と伸びおよび荷

重分担

ACSRの荷重,伸ひ線囲および永久伸び線図を作図す

るためには素線の荷重,伸び線図が必要である｡単一素

練の引張り試験を示すと第10図および第】咽の通りであ

る｡すなわち第70図ほ610mm2ACSR用アルミ素線

3･8声,590mm2ACSR用アルミ素線5.0声の値であり,

第11図ほ 610mm2 ACSR 用鋼線 3.8声 およぴ 590

mm2ACSR用銀縁3.0声についてのそれぞれの

伸び繰回である｡

重,

以上の結果を用いて,610mm2および590mm2AC

SR の荷重,伸びおよび荷重分担を作図すると第12囲お

よび第】咽のようである｡作図に当ってはつぎの仮定を

おいた｡

線効果(摩擦など)の影響はない｡

線ほ軸方向に均一に伸ばされている｡

以上の仮定にもとづいてアルミ撚練の荷重に一本の素

繰の伸びeにおける荷重Tムを本数凡～倍したT｡Z

〃Alとなる｡同様にしてT｡亡Nstを求めると,ACSR

の荷重は7㌦ヱ叫4～一卜rβ亡〃さ8となる｡

第12図および第13図において上側の曲線はそれぞれ

ACSRとしての荷重,伸び繰回を示し,下側の曲線ほ鋼

撚線のみの荷重と伸びの関係を示している｡したがって

荷重アにおける鏑 線とアルミ撚線の荷重分担はア1,fち

としてそれぞれ求められる｡

(3)ACSRの永久伸びおよび荷重と伸び

第12図および第13図より任意の荷重におけるACSR

の伸びの値が求められる｡試験中ACSRの弾性係数は
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第12図 610mm2 ACSR の荷重と伸びの関係

(計算値)

Fig.12.RelationbetweenLoad and Elongation

for610mm2ACSR(CalculatingValue)
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不変であるとして各荷重をかけたときの鋼およぴアルミ

の永久伸びを求めると第2表のようになる｡第2表の結

果を用いて各荷重にて所窪時間おいた後,次第に荷重を

下げてきた場合の荷重と伸びの胃 係を作図すると苫削4図

および第15図のようになる｡第14図および第15図におい

て点線Aかに抵抗線歪計で測定した場合のアルミ線の笑

いの出方をこれにならって云したものであり,Aβ部は

､･･∴･･ミ､

∴､･

伸 び(%)

､
●

第13図 590mm2ACSR の荷重と伸びわ関係

(計算借)

Fig.13.Relation between Load and Elon-

gation for590mm2ACSR(Calcu-

1ated Value)
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第14図 610mm2ACSR の荷重と伸びの関係

(計算倍)

Fig.14.Relation between Load and Elon-

gation for610mm2ACSR(Calcu-

1ated Value)

鋼 練とアルミ 線が合体で受けもつ部分であり,AC

部分は鋼撚練のみが受けもった荷重と伸びの関係を示し

た理想的関係図である｡

木方法によって算出した永久伸びと前節の試験結果と

を610mm2ACSRについて比較すると第2表のように

なる｡第2表の永久伸びの値は実験値と計算値がよく近

寄っていることがわかった｡

〔V〕610mm2,590mm2ACSRの鋼線(内層)

およびアルミ線(外層)の伸び(実験値)

(り 試 料

本実験においてはACSR の内層銅 繰の伸び測定が

目的であるので,内層鋼線に抵抗線歪線を張った試料を

作ることにした｡歪繰は前記と同様に真直にし,その両

端は長さ1n,外径0.35mmのエナメル練を熔接して

り←ド線とした｡

アルミ層を第1`図(次頁参照)のように 合せた｡上

記の方掛こより内層鋼線に盃線を張りつけた試料の両端

を合金端子とした｡

さらにアルミ 線の外層にも歪線を張り付け,内層鋼

撚練および外層アルミ

うに試料を準備した｡
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バ
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の線 時に測定し得るよ

(2)610mm2ACSRの荷重と伸び･

前述の方法によって作製した610mm2ACSRの試料

を用い30tオルゼソ横型引張試験機を使用し,抵抗線

歪計により荷重と伸びの関係を内層錦

把:
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第15図 590mm2ACSR の荷重と伸びの関係

(計算倍)

Fig.15.Relation between Load and ElonT

gation for590mm2ACSR(Calc11･

1ated Value)
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特 集 号 別冊第7号

除について同時に測定を行った｡その際の試験荷

重は第2表の通りであり歪線による試験結果は第け図に

元す通りである｡なお,本試験は撚練の伸びの測定には

参考として試験機の記録紙に荷重と伸び緑園を画かせる

方法も併用した｡

(3)590mm2ACSRの荷重と伸び

前記の場合と同一方法により

銀 練および外層アルミ

果は第18図のようである｡

重ほ第2泰の通りである｡

銅

590mm2ACSRの内層

ついて伸びを測定した結

なお,木実験に用いた試験荷

(4)結果の検討

本実験の結果610mm2,590mm2ACSRなどの内層

線の荷重と伸びの関係が抵抗線歪線を使用して測定

可能であることがわかったが,試料作製にほ非常な困難

がともなった｡

第17囲および第18図に示す実験結果で内層鋼線に荷重

が多くかかったことは木実験が特殊な試験であるので従

来の方法と異るため,端子付の影響がでている｡これに

ついては今後検討を進めて行く予定である｡

弾性係数については610mm2,590mm2ACSRとも

に実験値が計算値より大きくでているが,これについて

第16図 ACSR 鋼線に歪榛東付後のアルミ線

撚込作業

Fig.16.Stranding of Aluminum Wire

(Outer Layer)after the Strain

Gauges Setin the SteelWire

(Inner Layer)

ほ 線効果,歪繰の修正係数の影響が入ってきていると

考えられる｡

架線におけるスパンの長さ,ディップを一定と考えた

場合目重による荷重範囲では外層アルミ 緑の永久伸び

はほぼ同一程度とみられるようである｡なお試験荷重決

定にあたり最小破壊荷重の比をとったとすると610mm乳

ACSRの最小破壊荷重18.35t,590mm2 ACSR は
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第17図 610mm2ACSRの内層鋼線および外層ア

ルミ線の荷重と伸びの関係

Fig.17.Relation between Load and Ejon_

gation for SteelComponent Wire

(Inner Layer)and Aluminum Com-

ponent Wire(Outer Layer)Const-

･ruSting610mm2ACSR
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第18図 590mm2ACSR の内層鋼線および外層･

アルミ線の荷重と伸びの関係

Fig.18.Relationl〕etWeen Load and Elon-･

gation for SteelComponent Wire:

(Inner Layer)and Aluminum Com-

ponent Wire(Outer Layer)Con-

StruCting590mm2ACSR
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超高圧 電用610mm2,590mm2ACSR(鋼心アル 線)の鋼線およびアルミ線の伸び

24.25tになっているから 610mm2 ACSR7.5tに対

し,590mmつACSRほ9.9t になるので,比戯結果は

610mm2ACSRの場合もう少し有利な条件となる｡

〔ⅤⅠ〕結 ■富

以上の結果を総括すると

(1)ACSRの伸び測定に抵抗線歪線を分解して単線

歪練として使用し,その修正係数をかけて使用す

ると精度が下らないことがわかった｡

(2)610mm2,590mm2ACSRなどについて内層

鋼 臭およびアルミ 線外層の荷重と伸びの関係

を単線歪練を使用して測定しうることがあきらか

になった｡

(3)610mm2,ACSRのアルミ 線外層の伸びほ

算値と実験値とが近似であることがわかった｡

(4)見掛けの弾性係数については610mm2,590

mm2ACSR とも実験値ほ計

出ている｡これほ

値よりやや大きく

練効果の影響と考えられる｡

(5)610mm2,590mm2ACSRの伸びの測定結果,

ゝ罠､､ ∠

J u＼､

実用新案 弟406879号

本

新 案 の

外層アルミ 繰に比戟し内層鋼 繰に荷重が多く

かゝつたことは本実験が特殊試験であるため端子

付の影響がでていると考えれる｡

終りに本実験に当り種々御指導御願撞を賜った電源開

発会社,山本送電課長,江口,岡田両課長代理および日

立電線工場,内藤部長,久本,大和両課長ならびに実験

に協力した清宮,小岩両氏に深謝する｡

(1)磯部:

(昭28)

参 考 文 献

気三学会連合大会講演論文集 P.336

(2)磯部,小口:電気学会支部連合大会 演論文集

P.316(昭28)

(3)W.B.Dobie:ElectricalResistance Strain

Gauge(1950)

(4)

(5)

(6)

(7)

機械工学便覧第4篇:P.12(昭26)

電気学会:送電編送電工学〔Ⅰ〕P.55(昭27-5)

波内:材料試験 2 8.15(1953,9)

気学会:送電編送電工学[ⅠⅠ〕P.305(昭27.4J

紹 介

緑 川 勝 輌

単極整流器水冷装置

ほ水冷式単極水銀整流器の糟の周囲に施したウオ

←タージャケツトの底を思い切って抜けるようにして内

部の清掃を可能となし,水卿こよる冷却効果の減退を防

_lヒせんとしたものである｡すなわちち従来は第1図に見
るように冷却水套を構成する糟壁1と2とは上下におい

てIγのごとく熔接されていたから水嚢内の水垢を除去す

ることほ至難であった｡第2囲および第3図は本案によ

るもので1と2による水嚢の下部環状空所に締付座10

を適当箇数熔接固着し,これにスタッドボルト βを樹

て,環状閉塞底板11の孔をボルトβに合せて下方から

7k真の底に当てがい,締付螺頭12によって紫紺せしめた

もので,ア1は板11と7との間に介装したパッキング,

f㌔ほ12と11との間のパッキングである｡この構造に

よれば通常使用時に水洩れの心配は全然なく,又水嚢の

底は容易に抜けるから非常に便利になった｡なお板11

の着脱が水嚢の底部真下で行える点は一般に陰極部分附

近は狭くできているだ桝こ実際上極めて好都合である｡

(宮崎)

第1図

第 2 図

､
-､

第 3 図



実用新案 弟402675号

新 案 の

水 銀 整

本案は多極型水銀整流器に於て構内水銀蒸気が凝縮し

て水銀粒となって陰極水銀溜上に落下してくるコースの

中間を改良したもので,粒が陰極水銀溜上にいたる直前

に一旦陰極糟壁内面に叩きつけられる従来の構造(第1

図参照)ではそこで5Pに示すごとく水銀粒ほ飛沫とな

って四散するが,この四散現象ほ整流器の動作上有害な

紹 介

流 器

H.r 口 又 右 衛 門

ものであるから極力避けなければならない｡第2図およ

び第3図は上記の欠点を除去する改良構造である｡これ

らの図中1は凝縮室,2は水銀受樋,3は2に垂下固着し

た複数本の導管で,これらによって水銀は主糟4の下部

壁面上に流下するように設計される｡5ほ導管3の下端

と糟4の壁面との問に作った小水銀溜で第2図では小函

を設けた場合,第3図では4の壁に掘設した場合を京す｡

かくすれほ管3を伝わって降下する水銀ほまづ溜5に

入ってこれを充満した上選出口脇ゝら静かにこぼれ落ち

ることになるので水銀粒が陰極溜上に注ぐ問にスプラッ

シュ現象が全然起きないことになる｡倍水銀中の塵挨は

6のように管3の末端内に溜り溶出水銀はこれによって

一応削ヒされるから陰極水銀の汚れ防止の点からも有効

である｡

第 2 図 第 3 図

(宮崎)

実用新案 第408577号

水銀整流器の励弧装置

木考案の励弧装置ほ励弧極の取付位置に斬新性がある｡図における1ほ真

空糟,2は陽極,3は水銀陰極,4は陰極板,5は絶縁陰極壁,6は陽極板,

7は陽極絶縁筒で稽1は全体として真空密に封塞される｡本案はこの固から

わかるように絶腐陰極壁5を上下に二つ割にした合せ目から励弧極8を陰極

室内に臨ませたことを特長とするものである｡従来励弧極8は糟1を絶縁貫

通して支持させるかまたは陽極板6を貫通して垂下支持させるかその他幾つ

かの塾があるが,これ等ほ構造,工作ともに簡単にほゆかず実際上種々の困

難を伴うものであった｡

しかるに本考案によれば貫通のために掛こ絶縁を施す必要なく構造工作共

に簡単容易な利点があり,その上励弧極面が水銀陰極面3に十分接近し,水

銀面のどの部分からも比薮的近い所に励弧極8のいづれかの部分が存在する

ことになるので,励弧極の電弧 圧低く,励弧電力も小である許りでなく,

電弧電圧のフラツキが少なく極めて安定な効果がある｡ (宮崎)

木 村 鎧 治
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